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誇     Ｎo.９  令和６年 12月 13日 

                              つくば市立大穂中学校長 久松 和則 

 

 【生徒の活躍】 

  〇創造アイデアロボットコンテスト関東大会出場 

   チーム名：スノードーム 髙野叶羽・鷹巣奈々・飯村柚斗 

  〇土浦マラソン  

中学女子２・３年の部３㎞ 優勝 今泉 彩里 

中学女子  １年の部３㎞ 優勝 清水 悠花 

  〇吹奏楽アンサンブルコンテスト県南地区大会 

   優良賞 佐藤夕夏 髙野七瑚 鈴木智夏 小野村壮仁 永山春花  

  〇美術部 エッセイマンガ 

 美術部８年生の制作課題である４コマ漫画集が完成しました。 

日常の何気ない様子でしたが、クスッと笑ってしまう内容でした。 

  

【生徒会役員選挙】 

１２月末をもって現生徒会役員の任期が満了となります。どのような学校が理想なのかということを追い求め

てきました。たくさんの行事を企画したり校則の改正を検討したり、全生徒が学校に居場所があり、安心して生

活が送れるように、一生懸命取り組んできました。本当にご苦労様でした。そして、それを引き継ぐ新生徒会役

員には、それ以上の学校づくりを目指し、大穂中学校の伝統を継承してください。よろしくお願いします。 

〈旧生徒会役員〉  

９年生：平岡輝大・井上蒼麻・佐藤愛梨・棚谷唯人・松永小春 

８年生：藤野花菜・古宇田遼菜・ヴァンシィケル壮真・久松理人 

〈新生徒会役員〉 

   ８年生：藤野花菜・酒寄美桜・川越優太・生田目陽向・石井悠菜 

   ７年生：山根灯里・佐藤花帆・武田奈々・矢田貝咲 

 【スクールカウンセラーより保護者へ】               【新生徒会役員】   

  中学生は思春期ということもあり、子どもとの接し方が難しくなってきている家庭も多いのではないかと思い

ます。そこで本校のスクールカウンセラーに「親の役割」というテーマでアドバイスをいただきました。 

 

☆子どもの心理的安定を維持することが親の役割であり、これには３つのポイントがあります。 

①愛されている実感を与えること。②役に立っている（得意・特技がある，努力の過程も含む）実感を与え 

ること。③は重要で，①と②の実感を定期的に与えていくことです。 

日々何度も子どもに言葉をかけていくことが大切で『あなた（子ども）の存在が親の心にあたたかさと栄 

養をくれている、ありがとうという感謝の言葉』『あなたには能力・強みがあるから自信をもって生きてね 

という勇気づけの言葉』の２種を日々伝えてあげてください。 

自尊感情を傷つける言葉を言われてきた子どもの多くは，自傷行為や素行障害（悪さを繰り返す障害）， 

  学力不振に陥っています。勇気づける親が必要なのです。SC（公認心理師）  

   


